
学校番号 115 

令和３年度 理科 

 

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版「化学基礎」（数研出版） 

副教材等 フォトサイエンス化学図録三訂版、リード Light化学基礎（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

日常の一時間一時間の大切にし、授業の中でその日の内容を十分に理解するよう集中力を持って

受講する。家庭では、問題集を反復練習し、理解度の向上に取り組む。特に、間違えた箇所につ

いては理解するまで何度も演習する姿勢をもって学習に取り組んでほしい。また、授業で扱った

ことを中心に、自分から問題集を解いたり関連の本を読んだりし、幅広い学習をすることを期待

する。 

 

２ 学習の到達目標 

身近な物質を題材に、原子や分子の構造を理解する。また、物質を構成する原子間の各結合につ

いて原子の構造から理解する。化学の計算の基礎となる原子量・分子量・物質量、および化学反

応式の量的関係について十分な理解を求める。 

酸・塩基の性質・量的関係について学習し中和反応の考えまで発展させる。 

酸化還元反応では現象の理解と共に定量的な思考ができるように計算力の充実も図る。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に

関心や探究心をも

ち、意欲的にそれら

を探究しようとする

とともに、科学的態

度を身に付けてい

る。 

自然の事物・現象の

中に問題を見いだ

し、探究する過程を

通して、事象を科学

的に考察し、導き出

した考えを的確に表

現している。 

観察、実験を行い、基

本操作を習得すると

ともに、それらの過

程や結果を的確に記

録、整理し、自然の事

物・現象を科学的に

探究する技能を身に

付けている。 

自然の事物・現象に

ついて、基本的な概

念や原理・法則を理

解し、知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



４ 学習の活動 

期 学 単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

１
学
期
前
半 

物
質
の
構
成 

混合物と純物質 ○  ○ ○ a:物質の構成に関心を持ち、意欲的に探

究しようとする。 

b:物質の構成について考察し、導き出し

た考えを表現している。 

c: 物質の構成に関する探究活動を行

い、それらの過程や結果を的確に記録、

整理している。 

d: 物質の構成について理解し、知識を

身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

化合物と元素 ○   ○ 

物質の三態 ○ ○ ○ ○ 

原子の構造 ○ ○  ○ 

元素の周期律と元素の性質  ○  ○ 

１
学
期
後
半 

物
質
の
構
成 

粒子の結合 ○ ○ ○ ○ 

２
学
期
前
半 

物
質
の
変
化 

原子量・分子量・式量 ○   ○ 

a: 化学の基本概念について、意欲的に

探究しようとする。 

b: 物質量は化学の計算の基本であるた

め、計算練習を繰り返し、確実に理解し

ている。 

c: 実験データから量的関係を導き出

し、化学反応式の係数の表す意味をしっ

かりと理解している。 

d: 物質の変化について理解し、知識を

身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

物質量  ○ ○ ○ 

溶液の濃度 ○ ○  ○ 

化学反応式と量的関係 ○ ○  ○ 

２
学
期
後
半 

物
質
の
変
化 

酸と塩基 ○ ○   
a: 酸と塩基について関心をもち、意欲

的に探究しようとする。 

b: 中和の量的関係を理解し、その計算

ができる。 

c:中和滴定の実験を通して、基本操作を

習得するとともに、それらの過程や結果

を的確に記録、整理している。 

d: 酸と塩基について理解し、知識を身

に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

水素イオン濃度と pH ○   ○ 

中和反応と塩   ○ ○ 

中和滴定 ○ ○  ○ 

３
学
期 

物
質
の
変
化 

酸化と還元   ○ ○ 

a: 酸化と還元について関心をもち、意

欲的に探究しようとする。 

b:電子の授受による酸化還元の定義を

理解し、種々の酸化還元反応に適応でき

る。 

c: 酸化還元反応の実験を通して、基本

操作を習得するとともに、それらの過程

や結果を的確に記録、整理している。 

d: 酸化還元反応について理解し、知識

を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

酸化剤と還元剤 ○ ○  ○ 

金属の酸化還元反応 ○   ○ 

さまざまな酸化還元反応   ○ ○ 

※進度は予定なので、変更されることもある。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度  b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能  d:

知識・理解 


